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この風景をご覧になつて何月と
思いますか ?

稲のひこばえ (刈 り取つた根株から出た芽)

が見事に生長し二 目の収穫も可

，

　

ロ

、
　
イ
ヽ

ロ

能ではと思うくらい大きく育ち、
通りすがりの土手の上にはあじさ
いが梅雨時期の古い花と一緒に新
しい見事な花をつけました。ちょ
つと、季節おかしいかな?

１

２

３

４

５

町
民
憲
章

水と緑と土のにおい、いつぱいの住みよい町にします。

伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします。

老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町にします。

勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。

スポーツに親しみ、心身をきたえ健全な町にします。

10月 19日 、午後7時から野尻林業センターで胡弓奏者で熊

本大学に留学中の劉福君 (リ ユウフククン)さ んの演奏が行わ

れました。これは、野尻活性化委員会 (瀬丼公正会長)が主催し、

劉さんと親しい本田研一さん(上色見)のご協力で実現しました。

昨年の伝統芸能公開での演奏に感動した委員会のメンバーが

セッテング。また、野尻の工場で就業している6名の中国人女

性も応援に駆けつけ、中国の歌を披露してくれました。約百名

の地元の観衆は、中国本場の胡弓の音色と中国人女性の若々

しい歌声に魅了されていました。

なお、中国の大洪水への義援にと募金が行われ集まつた義

援金は早々に送金されました。

演奏終了後は、婦人会を対象にダンス講習会も行われ夜遅

くまで和気あいあいの一日でした。

本
町
は
分
水
嶺
の
町
、
水
を
汚
す
こ
と
は

本
町
は
も
ち
ろ
ん
下
流
域
全
体
へ
も
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。　
　
　
　

・

十
月
二
日
、
高
森
小
学
校
（稲
益
校
長
）
の

四
年
生
四
十
六
名
が
理
科
の
時
間
で
県
の

‐環

境
衛
生
課
の
職
員
に
よ
る
「水
の
学
校
」
の
授

業
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
県
環
境
衛
生
課

が
小
さ
な
時
か
ら
水
に
つ
い
て
知
り
、
水
を
‥

大
切
に
し
、
水
を
守
ろ
う
と
す
る
心
を
育
て

よ
う
と
毎
年
県
下
十
数
校
を
対
象
に
巡
回
授

業
を
お
こ
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

授
業
の
中
で
、
全
世
界
の
水
の
内
九
十
七

．

ルひ
は
海
水
、
残
り
の
二
蘇
強
は
南
極
な
ど
の

氷
で
実
際
使
え
る
水
は

一
ル掛
に
も
満
た
な
い

こ
と
や
水
を
汚
し
て
い
る
原
因
の
７
割
以
上

が
家
庭
か
ら
で
る
排
水
で
あ
る
こ
と
等
を
勉

強
し
ま
し
た
，
　
　
　
　
　
　
　
．
　

　

―

実
験
で
は
湧
水
ト
ン
ネ
ル
の
水
や
洗
濯
し

た
残
水
、
米
の
研
ぎ
汁
な
ど
実
際
、ど
れ
だ
け

水
を
汚
し
て
い
る
か
試
験
紙
を
使
っ
て
調
べ

ま
し
た
。米
の
研
ぎ
汁
は
植
物
の
栄
養
に
は

な
る
が
直
接
流
せ
ば
川
な
ど
を
汚
す
大
き
な

要
因
に
な
る
こ
と
・な
ど
思
わ
ぬ
結
果
に
驚
い

‐

て
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

．
水
の
大
切
さ
、
水
を
汚
さ
ず
守
る
こ
と
が

大
事
な
こ
と
等
を
肌
で
感
じ
た
児
童
た
ち
は

．

家
庭
で
学
ん
だ
こ
と
を
家
族
と
話
し
合
い
み

ん
な
で
き
れ
い
な
水
を
守
る
こ
と
を
約
束
し

ま
し
た
。

‐

ｌ
ｔ

　

・
　

　

―
・

見事な演奏をしてくれた劉さんと応援に駆けつけた中国の女性たち
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各
地
で
運
動
会

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
元
気
は
つ
ら
つ

秋
は
運
動
会
の
季
節
。
各
学
校
は
も
ち
ろ
ん
、
町
内
各
地
で
地
区
毎
の

運
動
会
も
た
く
さ
ん
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
参
加
し
て
、
交
流
と
健
康
づ
く
り

の
楽
し
い
運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

高
森
保
育
園
運
動
会

高
森
保
育
園
の
運
動
会
は
九
月

二
十
六
日
に
あ
い
に
く
の
雨
で
高

森
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
五
十
周
年
を
記
念
し
て
の
種

目
や
お
と
う
さ
ん
に
肩
車
さ
れ
た

り
す
る
競
技
で
お
も
い
っ
り
甘
え

て
い
ま
し
た
。

高
森‐
小
運
動
会
に
一
人
暮
ら
も

の
お
年
寄
り
ご
招
待
　
　
．

九
月
二
十
日
、
前
日
か
ら
の
雨

で
運
動
場
で
の
開
催
が
心
配
さ
れ

て
い
ま
し
た
高
森
小
学
校

の
運
動

会
が

一
部

の
種
目
変
更
も
あ
り
ま

し
た
が
青
空

の
下
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

今
年
は
、
児
童
た
ち
が
町
内
の

ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
達
に

運
動
会
の
案
内
状
を
書
き
招
待
し

ま
し
た
。
訪
れ
た
お
年
寄
り
は
子

や
孫
の
顔
や
小
さ
か

っ
た
と
き
の

こ
と
を
思

い
出
し
て
い
る
か
の
よ

う

に
夢
中

で
見
入

っ
て

い
ま
し

た
。法

律
相
談

（無
料
）

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。

■
と

き

十

一
月
二
十
八
日

（土
）

午
後

一
時
か
ら
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ

高
森
町
中
央
公
民
館

登
記

ヨ
人
権
相
談

土
地

・
建
物
や
商
業

・
法
人
の

登
記
で
お
困
り
の
人
は
い
ま
せ
ん

か
。
登
記

。
人
権
の
こ
と
で
お
困

り
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下

さ
い
。
相
談
無
料
で
秘
密
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。

■
と
　
き

十

一
月
十
八
日

（水
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

■
相
談
員
　
熊
本
地
方
法
務
局
阿

蘇
支
局
員

・
地
元
人
権
擁
護
委
員

診
療
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

Ｈ
月
１５
日

県
の
専
門
の
相
談
員
が
生
活
や

悩
み
ご
と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
と

き

十

一
月
二
十
六
日

（本
）

午
前
九
時
か
ら
正
午
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
役
場

第

一
委
員
会
室

金
　
相
　
談

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま

す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
Ｈ
月
２７
日

（金
）

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

林
業
相
談
室

何
か
福
祉
に
関
す
る
こ
と
で
心

配
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

高
森
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

次
の
と
お
り
心
配
ご
と
相
談
所
を

開
設

い
た
し
ま
す
。
地
元
民
生
児

童
委
員
の
心
配
ご
と
相
談
員
が
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
下
さ
い
。

車
部
地
区

■
と
　
き
　
十

一
月
十
七
日
（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
草
部
基
幹
集
落
セ
ン

タ
ー

野
尻
地
区

■
と

き

十

一
月
二
十
四
日
（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
野
尻
林
業
セ
ン
タ
ー

高
森
・色
見
地
区

■
と
　
き
　
十
二
月
八
日
（火
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
高
森
町
中
央
公
民
館

先
月
は
い
ろ
ん
な
立
場
で
先
生

に
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
児
童
と
向
き
合
い
、
授
業

へ
の

引
き
つ
け
が
上
手
い
巡
回
授
業
の

先
生
、
も
の
の
考
え
方
は
は
っ
き

り
と
云
う
が
周
り
へ
の
配
慮
も
忘

れ
て
い
な
い
し
っ
か
り
者
の
若
い

先
生
、
技
術
よ
り
礼
儀
や
も
の
の

大
切
さ
教
え
る
こ
と
で
技
術
も
向

上
す
る
と
云
う
先
生
、
厳
し
か
っ

た

（今
で
も
大
変
厳
し
い
）
が
面
倒

見
の
よ
い
二
十
数
年
前
の
恩
師
等
、

多
く
の
先
生
に
お
会
い
し
学
生
に

返

っ
た
気
分
の

一
月
で
し
た
。

礼
儀
の
基
本
は
挨
拶
、
「お
は

よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
「さ
よ
う
な

ら
。
」
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
す

が
こ
れ
で
そ
の
日
の
気
分
は

一
転

し
ま
す
。
で
き
て
い
な
い
人
い
ま

せ
ん
か
？
私
自
身
含
め
て
注
意
し

た
い
も
の
で
す
。
　
　
　
　
田
浩

母

可
~

啄

庭
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毎月第 3水曜日は休館日です。その日が祝祭日の

場合は開館して次の日が休館日となります。年末

年始の開館日は 12月 号でお知らせ します。

野房校区民 ζ津留・

9月 26日 、旧野尻小学校運動場で野尻校区民体育祭

が行われ、「発車オーライ」や 「パ ン食い競争」な ど多

彩な種 目で賑わい ました。途中か ら降 り出した雨 に会

場を林業セ ンターに変えての実施 とな りましたが、大

人 も子 どもも楽 しい一 日とな りました。

●  ●

●  ●

Ｈ
月
２２
日

Ｈ
月
２３
日

ニ
ツ
ク

Ｈ
月
２９
日

１２
月

６
日

１２
月

２０
日

１２
月

２３
日

12
り可
13
日

後
藤

医
院

　

　

部
９

日
Э
１
０
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１
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嚇
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肖
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瞳
野
病
院
　
　
　
師
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ｈ
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‐
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１
１
１

務
・３

み
な
み
阿
蘇
ク
リ

徹
６７

Ｔｅ‐
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‐
２
０
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繭
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藤
本
医
院

　

　

　

隠
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０
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すｏ
。電

子
田
医
院

　

　

　

味
朴

「
一（Ｗ
Ｔ
０
２
‐
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絲
雌

馬
原
内
科
医
院

　

錫
帥

Ｔｅｌ
②

‐
０
６
４
６

臓
動

東
医
院

　

　

　

　

頌
麒

Ｔｅ‐
②

‐
０
３
０
９

副
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中
村
医
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飩
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‐
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嘲
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「
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12月 16日

た

1998.9月 受付分  敬称略

赤 ち ゃ ん
たんじよう

橋本希良里ちゃん

(下町) 8.23生

岩下 度佳ちゃん

(森)  8.29生
石原  漱ちゃん

(_L田∫)  9. 21生^

馬原 大空ちゃん

(旭通) 9.8生
本川健太郎ちゃん

(下町) 9.17生
中村 優希ちゃん

(横田T)  9.22生

すえながく
お幸せに

おくやみ
もうしあげます

御 遺 族 続柄 死 亡 者 年齢

古庄 フミ 夫 古庄  基 84

人口の動 き

(9月 末日現在)

世帯数 2,594(-5)
男  3,832(-6)
女  4,147(-1)

総 数 7,979(-7)

口町社会福祉協議会ヘ

<香典返し> 矢津田清子 甲斐哲政 武田

喜久美 住吉ハルミ 後藤文明 中島鉄郎

安片信子 住吉邦雄 冨永ケイ子

■広報送料寄付

近藤律子  (熊本市上南部町 )
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中
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夫
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母

母

母

妻
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政
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ル
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イ

喜
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ケ

斐

田

吉

藤

島

片
吉

永

甲

武

住

後

中

安

住

冨

9.1

9.19

9.21

9.30

善意 の灯

晰

(

(

(

(

森

森

一員
一昌

町
野

横
冬

町

市

下・
岡

森高

福

子

広
江

也
保

介
よ

士
子

二
美

了
奈

　

　

　

　

　

　

み

加

雅
通

伸
美

恵
ふ

勝
龍

憲
英

父
母

父
母

父
母

父
母

父
母

父
母

住 吉 達 也
(山 本 )元 美

勝 本 敏 洋

(佐 藤 )美 希

辻  朋  宏

(渡邊)千代子

相 馬 勝 徳
(中 島)実千代

高 森 ・ 横 町
滋 賀 県 大 津 市

上 色 見 ・大 村
小  国  町

所

畑

原

和

園

原

野

原

園

野

尾

倉

　

尾

住

古

栃

昭

中

前

吉

小

中

下

ありがとうございました

(敬称略)

女

女

男

男

男

男

休
日

在
宅
医

(2)(19)9度の温泉館休館日 11月 18日

十
月
号
四
ペ
ー
ジ
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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「高森町に 1500人集う」
第 2

今
年
は
世
界
人
権
宣
言
採
択

五
十
周
年
で
す

す

べ
て
の
人
間

の
自
由

・
平

等

・
無
差
別

の
原
則
を
定
め
た
世

界
人
権
宣
言
が
国
連
で
採
択
さ
れ

て
か
ら
今
年
十
二
月
十
日
で
五
十

周
年
を
迎
え
ま
す
。

県
で
は
、
県
民

一
人

一
人

の
人

権
が
守
ら
れ
、
だ
れ
も
が
心
豊
か

に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
人
権
意
識

の
確
立
の
た
め
の
啓
発
や
教
育
を

進
め
て
い
ま
す
。

お
互

い
の
人
権
を
尊
重
し
あ
う

こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え

て

み
ま
し
ょ
う
。

県
環
境
生
活
部
県
民
生
活
総
室

ＴＥＬ

０

９

６

・
３

８

３

・
１

１

１

１

（内
線
７
４
１
２
）

ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
等
を

さ
れ
て
い
る
皆
様

ヘ

保
健

・
医
療

・
福
祉
、
社
会
教

育
、
ま
ち
づ
く
り
、
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
、
環
境
保
全
、
災
害
救
援
、
国

際
協
力
な
ど
様
々
な
分
野
で
活
動

す
る
団
体
に
法
人
格
を
付
与
し
、

そ
の
活
動
を
促
進
す
る
こ
と
を
Ｈ

的
と
す
る
特
定
非
営
利
活
動
促
進

法
が
本
年
十
二
月

一
日
か
ら
施
行

さ
れ
ま
す
。

申
請
手
続
き
等
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、

県
環
境
生
活
部
県
民
生
活
総
室

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
推
進
班

ＴＥ

０

９

６

・
３

８

３

・
１

１

１

１

（内
線
７
４
２
５
）

「ゆ
と
り
創
造
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

～
ゆ
と
り
実
感
し
て
い
ま
す
か
～

こ
の
機
会
に
、
働
く
時
間
と
余

暇
時
間
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ゆ

と
り
あ
る
生
活
に
つ
い
て
考
え
て

い
た
だ

こ
う
と
、

「ゆ
と
り
創
造

シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
を
開
催

し
ま

す
。
県
民
の
皆
様
多
数

の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

十

一
月
二
十
五
日

（水
）

午
後

一
時
～
四
時

■
場
所

熊
本
テ
ル
サ

熊
本
市
水
前
寺
公
園
二
八
―
五

一

■
講
演

「労
働
新
ル
ー
ル
と
の
つ
き

あ
い
方
」
～
改
正
労
働
基
準
法
を
考

え
る
～
　
講
師
　
松
岡
次
郎
氏

（明

治
大
学
法
学
部
講
師
）

■
講
演

・
演
劇

「わ
れ
ら
　
ゆ
と
り
す
と
」

太
田
黒
浩

一
＆
劇
団

『き
ゃ
あ
』

■
入
場
無
料
　
定
員
二
百
五
十
名

■
申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

熊
本
県
労
政
課
　
■
０
９
６

・
３
８

３

・
１
１
１
１
　
（内
線
５
２
２
３
）

巡
回
労
働
相
談

県

で
は
、
働
く
人
や
事
業
主

の

方
々
の
労
働

に
関
す
る
悩
み
に
答

え
る
た
め
に
巡
回
労
働
相
談
を
行

い
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

■
と
　
き
　
十
二
月
二
日

（水
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

■
と
こ
ろ
　
阿
蘇
総
合
庁
舎

詳
し
く
は
熊
本
県
労
政
事
務
所

ＴＥＬ
０
９
６

・
３
５
２

・
４
１
１
１

（内
線
６
０
２
）

●

高
森
町
と
熊
本
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

（酒
井

一
義
会
長

・
会
員

一
万
名
）

の
共
催
に
よ
り
、
十
月
十

一
日
に

「南
部
忠
平
記
念
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
フ
ェ

ア
ー

一
九
九
八
」
が
、
休
暇
村
南
阿
蘇
及
び
山
村
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

高
森
の
秋
を
満
喫
し
よ
う
と
県
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
の
愛
好
家
お
よ
そ

千
五
百
人

（高
森
町
か
ら
も
多
数
参
加
）
が
集
い
、
紅
葉
を
前
に
し
た
素
晴
ら
し

い
自
然
を
背
景
に
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
平
成
二
年
の
第
四
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
祭
ス

ポ
レ
ク
く
ま
も
と
９１
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
大
会

（高
森
町
）
開
催
を
記
念
し
て

行
わ
れ
て
い
た
熊
本
ス
ポ
レ
ク
祭
記
念
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
昨
年
七
月
に

ご
逝
去
さ
れ
た

「南
部
忠
平
さ
ん
」
（昭
和
七
年
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク

三
段
跳
び
金
メ
ダ
リ
ス
ト
で
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
協
会
初
代
会
長
）
の
偉

業
と
と
も
に
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
普
及
振
興
に
対
し
敬
意
の
名
称
改
正
が
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
、
遠
路
大
阪
よ
り
南
部
忠
平
さ
ん
の
奥
さ
ん
久
子
さ
ん
が
ご
臨
席
さ
れ
南

部
忠
平
記
念
カ
ッ
プ
の
贈
呈
も
行
わ
れ
、
大
会
は
カ
ッ
プ
を
目
指
し
た
プ
レ
ー
オ

フ
で
最
高
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ねらいを定めて、カップイン

ゴルフフェアー 1998

贈呈された亡き南部忠平 の奥さん久子さん

1500人 の選手を代表して、
岩下末任さん (高尾野)が選手宣警。

ンド・

間L十
で 一
す 月

°

は

ゆ
と
り
倉」
造
月

●

●  ●

県内各地から訪れたおよそ 1,500人のグラン ドゴルフ愛好家

十
月
六
日
、
高
森
町
民
体
育
館

で
阿
蘇
南
部
六
か
町
村
の
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
主
催
に
よ
る
老
人
健

康
づ
く
り
推
進
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
阿
蘇
南
部
六
か
町

村
の
老
人
ク
ラ
ブ
員
が

一
堂
に
会

し
毎
年
行

っ
て
お
り
、
今
年
は
高

森
町
が
当
番
町
村
。
昨
年
、
オ
ー

プ
ン
し
た
ば
か
り
の
体
育
館
で
三

十
メ
ー
ト
ル
走
や
ピ
ン
立
て
、
五

十
人
ボ
ー
ル
渡
し
な
ど
八
種
目
に

老
年
パ
ワ
ー
を
発
揮
さ
れ
て
い
ま

十

二
月
八
日

草
部
出
張
所

Ｊ
Ａ
草
北

野
尻
出
張
所

Ｊ
Ａ
河
原

（火
）

１０
時
～
１０
時
半

Ｈ
時
～
Ｈ
時
半

１３
時
～
１３
時
半

１４
時
～
１４
時
半

し
た
。
ま
た
、
昼
食
時
間
に
は
婦

人
会
に
よ
る
マ
ス
ゲ
ー
ム
や
高
森

幼
稚
園
に
よ
る
器
楽
演
奏
な
ど
に

参
加
し
て
い
た
八
百
五
十
名
の
人

た
ち
は
大
喜
び
で
し
た
。

自
分
自
身
の
健
康
は
自
分
で
、

四
十
歳
に
は
四
十
歳
の
、
七
十
歳

に
は
七
十
歳
の
適
度
な
運
動
を
す

る
こ
と
が

一
番
で
す
。
こ
の
大
会

で
元
気
な
お
年
寄
り
た
ち
が

一
生

懸
命
頑
張

っ
て
い
ま
し
た
。
日
頃

の
訓
練
が
健
康
維
持
に
は
大
事
と

感
じ
ま
し
た
。

●

　

　

ふ

十
二
月
九
日
　
（水
）

Ｊ
Ａ
旧
色
見
支
所
１０
時
～
１０
時
半

色
見
郵
便
局
前
　
１０
時
半
～
Ｈ
時

横
町
Ａ
団
地
　
　
１３
時
～
１３
時
半

下
町
公
民
館
　
　
１３
時
半
～
１４
時

■
〈
劇
仙
牡
和
国
木

（五
百
万
円
以
上
）

■
高
森
町
高
原
森
林
文
化
村
新
築
工

事
建
築
本
体
工
事
　
□
工
期
平
成
十

年
十
月
十
二
日
か
ら
平
成
十

一
年
八

月
二
十

一
日
ま
で
　
□
金
額

一
億
五

千
八
百
五
十
五
万
円
　
□
請
負
者

酒
井
建
設
工
業

（株
）

■
高
森
町
高
原
森
林
文
化
村
新
築
工

事
電
気
設
備
工
事
　
□
工
期
平
成
十

年
十
月
十
二
日
か
ら
平
成
十

一
年
八

月
二
十

一
日
ま
で
　
□
金
額
三
千
六

百
三
十
五
万
千
円
　
□
請
負
者
　
雄

電
設
備
工
業

（株
）

■
高
森
町
高
原
森
林
文
化
村
新
築
工

事
給
排
水
衛
生
空
調
設
備
工
事

□
工
期
平
成
十
年
十
月
十
二
日
か
ら

平
成
十

一
年
八
月
三
十

一
日
ま
で

□
金
額
　
八
千
四
百
二
十
四
万
九
千

四
百
八
十
円
　
□
請
負
者
　
（株
）
能
〔

電
施
設

い
つ
ま
で
も
元
気
で
！

健
康
づ
く
り
推
進
ス
ポ
ー
ツ
大
会

町
民
体
育
館
で
開
催

老
い
は
必
ず
や
っ
て
き
ま
す
。
生
き
甲
斐
を
持

っ
た
老
人
そ
れ
は
若
々
し
く
元

気
な
人
た
ち
で
す
。
生
き
甲
斐
の
中
の

一
つ
に
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
て
い
る
人
も
多

い
よ
う
で
す
。
地
域
住
民
と
の
理
解
の
基
に
連
携
し
て
老
人
福
祉
の
増
進
を
進
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
願
を
込
め
て
い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
ら
れ
る

よ
う
に
健
康
づ
く
り
推
進
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

一日怪我しないように楽しみます。 (開 会式 )

「ス トライク」、それゴールをめざせ !

ごぞん じですか !検察審査会

あなたは、検察審査会をごぞんじですか。検察審査

会は、検察官がある犯罪を裁判にかけなかった場合

に、その犯罪の被害にあった人や犯罪を告訴、告発し

た人からの、「あんな悪いことをしたのに処罰されな

いのはおかしい。調べ直してほしい。」といった申立

てに基づいて、検察庁から記録を取 り寄せて、裁判に

かけたが方がよいかどうかを審査するところです。

あなたの周 りに、交通事故などの被害にあって悩

んでいる人はいませんか。検察審査会はそんな相談

に乗っています。秘密は固く守られますし、相談、中

し立て、審査等の費用は一切かか りません。検察審査

会は裁判所の建物の中にあ りますので、お気軽にご

相談下さい。

なお、町内会、婦人会、老人会などで、制度につい

てお知 りにな りたいというご希望があれば、事務局

職員が説明に伺いますので、ご連絡 ください。

熊本市京町 1丁目 熊本地方裁判所内

熊本検察審査会事務局

TEL0 9 6-325-2121

平成 11年度の入園受付を次のとおり行います。 学校法

人高森幼稚園では文部省認定による学校教育法に基づく純粋

な教育機関で、公共性、永続性を有し家庭、地域、幼稚園の

三者一体の協力の輪から、より良い教育を目指しています。

詳 しい問い合わせ 。申し込みは・・・

高森幼稚園事務局 電話 2-0094

■
三
年
保
育

（
三
歳
児
）

二
十
五
名

平
成
七
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
八
年
四
月

一
日
生
ま
れ
の
者

■

二
年
保
育

（四
歳
児
）

二
十
五
名

平
成
六
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
七
年
四
月

一
日
生
ま
れ
の
者

■

一
年
保
育

（五
歳
児
）
　

十
名

平
成
五
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
六
年
四
月

一
日
生
ま
れ
の
者

募

集

園

児

数

給
食
制
度

・
延
長
保
育
制
度
あ
り
。

●
入
園
受
付
日
　
十

一
月

一
日
か
ら

●
申
し
込
み
方
法

幼
稚
園
規
定
の
願
書
を
本
園
で
受

領
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

役場の支払日 11ノ16(月 )11/25(水)12ノ7(月 )時間 10時から15時まで (18)(3)

お知らせのぼ‐シ
゛

r
「′警́

ボ

:」

κ

‐
　
、
ヽ
い
．

』
麟
′

壕
／寺

趾棘‐彎難」

エ
ツ

艤

嚇
―

難
一

す
輩

機
峰
鑢

・
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篠

．

貪
ヽ
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“
露

」
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〓
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■
―

一絃
靡

高森幼稚園 園児募集



三
年
ぶ
り
復
活
　
　
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

旭
球
友
　
　
復
活
の
気
分
満
喫
し
優
勝

九
月
二
十
八
日
か
ら
山
村
広
場
で
行
わ
れ
た
協
会
長
旗
争
奪
ナ
イ
タ
ー

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
主
催
）
は
、
十
月
五
日
に

は
決
勝
戦
が
行
わ
れ
、
実
力
を
見
せ
つ
け
た
旭
球
友
チ
ー
ム
が
役
場
チ
ー

ム
を
破
り
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
三
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
町
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
協
会
主
催
の
大
会
に
待
ち
望
ん
で
い
た
十

一
チ
ー
ム
が
参
加
、
思
う
存

分
久
々
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

秋
季
ナ
イ
タ
ー
大
会
で
は

南
球
が
優
勝

十
月
十
四
日
か
ら
山
村
広
場
で

行
わ
れ
た
秋
季
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
は
、
十
月
二
十

一
日

に
決
勝
戦

が
行
わ
れ
、
南
球

が

イ
ー
グ
ル
ス
を
撃
破
し
優
勝
し
ま

し
た
。

大
会
結
果

●

く
た
ぶ
れ
た
　
野
仏
ル
ー
ツ
辿

っ
た
が

応
援
団
長
　
野
次
も
す
ん
な
り
受
け
き
ら
す

医
者
泣
か
せ
　
ど
ぎ
や
ん
も
な
か
て
言
う
患
者

男
は
損
　
彼
女
濡
ら
さ
ん
雨
宿
り

秋
で
す
ね
え
　
彼
の
セ
ー
タ
ー
急
が
な
ん

応
援
団
長
　
残
念
会
イ
泣
き
い
来
る

雷
さ
ん
　
雲
行
き
悪
い
社
長
室

う
ど
ん
好
き
　
命
日
だ
け
は
供
え
ま
す

応
援
団
長
　
決
勝
戦
じ
ゃ
声
の
で
ん

う
ど
ん
好
き
　
四
国
の
遍
路
し
て
来
ら
す

秋
で
す
ね
　
移
動
図
書
館
待

っ
て
ま
す

ま
だ
ま
だ
続
く
　
特
効
薬
の
無
ア
不
況

秋
で
す
ね
　
張
り
合
う
て
爆
竹
の
鳴
る

こ
れ
か
ら
が
大
観
望
の
大
亡

か
わ

た

し

ろ

秋
深
む
色
と
な
り
ゆ
く
川
田
代

野
良
帰
り
地
蔵
に
野
菊
手
向
け
け
り

霧
の
路
辿
り
着
く
ま
で
灯
し
行
く

露
け
し
や

一
村
二
人
住
む
と
云
う

紅
葉
の
ち
ら
ほ
ら
見
え
て
峠
路

秋
晴
れ
や
孫
産
れ
し
の
電
話
受
く

水
澄
み
て
映
す
紅
葉
の
川
辺
か
な

廃
屋
の
水
車
の
跡
や
破
芭
蕉

肥

後

狂

旬

　

長
月

（阿
蘇
御
神
火
会
）

大
会
結
果

優
　
勝

準
優
勝

三
　
位

敢
闘
賞

最
優
秀
選
手
賞

古
西
政
喜
　
（旭
球
友
）

優
秀
選
手
賞

員
原
友
紀
　
（高
森
町
役
場
）

旭
球
友

高
森
町
役
場

ド
リ
ー
ム
ズ

Ａ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

農
業

・
農
村
体
験
交
流
に
多
く
の
参
加
者

九
月
十
二
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
三
泊
四
日

（
一
泊
農
家
民
泊

・
二
泊

奥
阿
蘇
キ
ャ
ン
プ
場
バ
ン
ガ
ロ
ー
泊
）
、
農
業
・農
村
体
験
ツ
ア
ー
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
都
会
の
女
性
た
ち
に
農
業

・
農
村
の
よ
さ
を
知

っ

て
も
ら
い
、
良
き
理
解
者
と
な

っ
て
も
ら
お
う
と
町
と
県
と
の
共
同
企
画
。

今
年
は
二
十
七
名
の
女
性
が
参
加
し
、
高
森
の
初
秋
と
盛
り
だ
く
さ
ん
の

企
画
を

一
つ
ひ
と
つ
じ
っ
く
り
と
？
味
わ
い
な
が
ら
満
喫
し
ま
し
た
。
稲

の
掛
け
干
し
や
パ
ン
ジ
ー
苗
の
植
え
付
け
等
の
農
作
業
体
験
や
草
木
染
め

の
体
験

（時
の
経
つ
の
も
忘
れ
る
熱
心
な
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
）
ま
た
、

リ
ン
ゴ

・
ぶ
ど
う
狩
り
、
ヤ
マ
メ
釣
り
な
ど
で
は
農
業
青
年
た
ち
の
暖
か

さ
を
感
じ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
で
し
た
。
こ
の
交
流
を
き

っ
か
け
に
都
会

の
女
性
た
ち
の
目
を
高
森
に
，
農
業
青
年
に
向
け
て
も
ら
い
た
い
も
の
で

す
。
解
散
式
で
は
、
「ま
た
、
ぜ
ひ
来
ま
す
。
」
と
の
女
性
た
ち
の
言
葉
に

参
加
し
て
い
た
農
業
青
年
や
民
泊
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た
農
家

の
皆
さ
ん
達
は
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

摯
甕
機
購

「今夜は楽しく、乾杯」

高森の男性やさしいね |

●  ●

●

優
　
勝

準
優
勝

三
　
位

敢
闘
賞

最
優
秀
選
手
賞

岩
下
裕

一

（南
球
）

優
秀
選
手
賞

古
澤
貴
巳
　
（イ
ー
グ
ル
ス
）

南
球

イ
ー
グ
ル
ス

Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ａ

ソ
フ
ト
が
よ
か
鯛

「燃
え
る
若
き
や
も
ん
」
「お
母
さ
ん
と
い
っ
し
よ
」
「動
物
は
友
だ
ち
」
登
場
者
募
集
中

1,ト

I量士ト
__「 ▲

√→ 高
森

の
特
産

品
各

地

で
好

評

　

↓

各
地
で
、
収
穫
祭
や
物
産
市
、

秋
祭
り
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
本
町
の
物
産
も
高
冷
地
野
菜

や
カ
リ
ン
ト
、
高
菜
餞
頭
、
酒
、
味

噌
、
し
ょ
う
ゆ
、
漬
け
物
、
ハ
ム

ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
好
評
で
各
地
で

の
物
産
市
で
高
森
の
Ｐ
Ｒ
に
大
い

に
活
躍
し
て
い
ま
す
。

九
月
二
十
六
日
に
は
産
山
村
で

行
わ
れ
た
草
原
守
ろ
う
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
会
場
、
二
十
七
日
に
は
熊

本
市
清
水
町
の
福
祉
祭
り
、
十
月

二
十
三
日
に
は
久
住
町
で
の
阿
蘇

久
住
飯
田
地
区
草
原
と
農
業
に
新

た
な
展
開
と
都
市
と
の
交
流
を
目

指
す
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
会
場
等
々

に
出
陳
さ
れ
好
評
で
し
た
。
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量恣ご覆鶏亀ヘ

L.S郡
中
体
連
陸
上
競
技
大
会
で

町
内
の
三
中
学
続
々
入
賞

九
月
二
十
二
日
、
阿
蘇
郡
中
体
連
陸
上
競
技
大
会
が

阿
蘇
町
の
農
村
公
園
多
目
的
運
動
場

（あ
ぴ
か
）
で
開
催

さ
れ
、
町
内
の
中
学
校
か
ら
も
多
く
の
選
手
が
出
場
し
、

今
大
会
で
は
上
位
入
賞
者
が
多
数
で
ま
し
た
。

ま
た
、
十
月
十
七
日
に
県
民
総
合
運
動
公
園
で
行
わ

れ
た
県
中
体
連
陸
上
大
会
で
も
大
い
に
健
闘
し
、
中
で

も
熊
谷
栄
起
君
は
代
表
三
百
メ
ー
ト
ル
で
優
勝
し
ま
し

た
。
お
も
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

郡
出
〓
椰
一憚
票
顧
果

　
（三
位
ま
で
の
入
賞
者
掲
載
）

男
子

二
年
百
メ
ー
ト
ル
　

　

一
位
　
熊
谷
栄
起

（高
森
中
二
年
）

代
表
三
百
メ
ー
ト
ル

　

一
位
　
熊
谷
栄
起

（高
森
中
二
年
）

二
年
四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー

一
位
　
高
森
中

（熊
谷
栄
起
・山
村
章
充
・佐
藤
雄
次
郎
・野
中
廉
裕
・

吉
村
祐
介
・佐
竹
永
祐
）

代
表
走
り
幅
跳
び
　

　

一
位
　
木
津
憲
太
郎

（高
森
中
二
年
）

代
表
百
メ
ー
ト
ル
障
害

二
位
　
桐
原
史
典

（高
森
中
三
年
）

代
表
三
段
跳
び
　
　
　
一二
位
　
立
石
大
輔

（高
森
中
三
年
）

女
子

代
表
四
百
メ
ー
ト
ル

　

一
位
　
森
田
ち
ひ
ろ
（高
森
中
二
年
）

一
年
八
百
メ
ー
ト
ル
　

ニ
位
　
森
田
あ
ゆ
み
（高
森
中

一
年
）

砲
丸
投
げ
　
　
　
　
　
一二
位
　
本
田
久
美
（高
森
東
中
二
年
）

八
十
メ
ー
ト
ル
障
害

　

一
位
　
佐
藤
史
香
（草
部
中
二
年
）

百
メ
ー
ト
ル
障
害

　

　

一
位
　
佐
藤
史
香
（車
部
中
二
年
）

〃
　
　
　
　
　
一二
位
　
桐
原
梨
沙
（草
部
中
二
年
）

県
大

会

結

果

代
表
二
百
メ
ー
ト
ル

　

一
位
　
熊
谷
栄
起
（高
森
中
二
年
）

こうしてね

高
森
高
校
テ
ニ
ス
部
　
九
州
大
会
ヘ

全
国
選
抜
テ
ニ
ス
大
会
県
予
選
で

福祉の原点 問いかける !

どんぐりの家上映 200名の眼に涙
10月 3日 、午後 1時 30分から林業総合センターで高森町手話サー

クル “わ― くわ―く高森"主催によるどんぐりの家の上映会があ りま

した。ろうあ者の子を持つ親が、同じ悩みを持つ人や周囲の人々との

触れ合いなどを通して、子と共に成長する姿を描いたアニメに堪能し

ていた約 200名 の眼には抑えきれない涙がありました。
“わ― くわ― く高森"で は、ろうあ者とあなたとの熱いメッセージを

そのまま伝えることのできる手話を3月 までの第 1・ 3・ 5の土曜日、

午後 1時から高森高校図書館で勉強しています。皆さんも参加してみ

てはいかがですか?  請演会のお知らせ  ■日時 :12月 5日 (土 )

午後 1時 30分～ ■場所 :高森高校図書館 ■講師 :穐 田誠也氏 (財 )

熊本県ろう者福祉協会理事長 ■演題～恋愛・結婚・・・そして聞こ

えないわが子らのこと～   詳しくは高森高校まで。(■L2¨0185)

地
域
や
学
校

・
園

・
文
化
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
楽
し
い
話
題
や
催
し
の
情
報

・
報
告
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
（広
報
た
か
も
り
）

●

このぶどうおいしいです。

●  ●

●

なかなかうまい。 チヨット腰が痛くなつたかなつ

蒻・■

た
く
さ
ん
の
人
々
が
観
賞
に

訪
れ
、
手
話
サ
ー
ク
ル
の
メ

ン
バ
ー
は
ホ
ツ
ト

一
息
。

挨
拶
も
手
話
サ
ー
ク
ル
の
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
同
時
手
話
通

訳
で
行
い
ま
し
た
。

民泊受入の農家の皆さん、お世話になりました。

強
豪
チ
ー
ム
を
破
り
準
優
勝

く
ま
も
と
未
来
国
体
ま
で
あ
と
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
。
本
町
は
成
年

女
子
と
少
年
男
女
の
テ
ニ
ス
の
試
含
会
場
と
な
り
ま
す
が
、
嬉
し
い
こ
と

に
地
元
開
催
を
歓
迎
す
る
か
の
よ
う
な
高
森
高
校
テ
ニ
ス
部
の
準
優
勝
で

し
た
。
九
州
大
会
で
弾
み
を
つ
け
、
地
元
開
催
の
国
体
出
場
を
目
指
し
て

今
後
も
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

十
月
六
日
に
熊
本
市
の
県
民
総

合
運
動
公
園
で
行
わ
れ
た
、
全
九

州
高
校
選
抜
テ
ニ
ス
大
会
県
予
選

で
高
森
高
校
が
、
女
子
団
体
戦
で

決
勝
戦

へ
と
勝
ち
進
み
ま
し
た
。

決
勝
で
は
敗
れ
は
し
た
も
の
の
優

勝
し
た
松
橋
高
校
と
と
も
に
十

一

月
二
十
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
沖

縄
県
那
覇
市
で
開
催
さ
れ
る
九
州

大
会
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

同
部
顧
間
の
辻
寿
毅
先
生
か
ら

は

「試
合
の
勝
ち
負
け
よ
リ
テ
ニ

ス
が
で
き
る
コ
ー
ト
、
周
り
の
み

ん
な

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
、
礼
儀

や
精
神
面
な
ど
を
毎
日
の
練
習
で

育
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
う

し
た
結
果
が
い
い
方
面

へ
と
結
び

つ
い
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

確
か
に
礼
儀
や
感
謝
を
重
ん
じ

る
姿
に
す
が
す
が
し
さ
を
感
じ
、

こ
れ
は
、
先
に
行
わ
れ
た
国
体
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
で
の
ボ
ー
ル
パ
ー

サ
等
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
の
活
躍

で
証
明
済
み
で
す
。

野
焼
き
に
大
き
な
助

っ
人
？

輪
地
切
り

（防
火
線
切
り
）

作
業
機
械
化
実
演
会
実
施

阿
蘇
の
雄
大
な
草
原
は
だ
れ
も

が
大
切
に
と
思

っ
て
い
る
は
ず
で

す
が
、
現
実
に
は
多
く
の
人
と
資

金
が
必
要
な
の
で
す
。
野
焼
き
を

す
る
に
も
高
齢
化
で
焼
け
る
場
所

も
限
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今
、
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
の
協
力
で
の
野
焼
き

の
実
施
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
野

焼
き
が
安
全
に
で
き
る
に
は
、
前

準
備
防
火
線
切
り
が
重
要
で
重
労

働
と
な
り
ま
す
。

十
月
九
日
、
高
森
の
草
川
原
で

ラ
ジ
ヨ
ン
草
刈
り
機
に
よ
る
輪
地

切
り
作
業
機
械
化
実
演
が
阿
蘇
の

草
原
を
守
る
運
動
を
展
開
中

の

（財
）
阿
蘇
グ
リ
ー
ン
ス
ト
ッ
ク

の
主
催
で
お
こ
な
わ
れ
、
地
元
や

近
隣
町
村
の
牧
野
組
合
員
、
農
政

局

（国
）
、
県
、
町
等
関
係
者
約
五

十
名
が
機
械
の
安
全
性
、
作
業
能

率
等
を
確
認
い
た
し
ま
し
た
。
性

能
的
に
は
問
題
な
い
よ
う
で
す
が

コ
ス
ト
面
で
の
対
応
待
ち
と
い
え

そ
う
で
す
。

参
肛
者
ア
ン
ケ
Ｆ
卜
よ
り
　
一

枝
流

‐‐
会
燿
ｔ

‐郵
一
さ
れ

‐‐た‐
物
＾
抜
■

■

一
部
の
青
年
の
方
だ
け
に
負
担
を
か

け
る
よ
う
な
計
画
は
心
苦
し
く
思
い
ま

す
。
準
備
や
後
片
づ
け
な
ど

一
緒
に
す

る
こ
と
で
そ
の
人
の
良
さ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う

か
？
■
農
家
民
泊
で
は
と
て
も
よ
く
し

て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
い
ま
す
。
は
じ

め
て
の
こ
と
で
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が

今
で
は

一
番
の
思
い
出
で
す
。
■
奥
阿

蘇
大
橋
の
ど
真
中
で
青
年
の
ひ
と
り
が

飲
み
ほ
し
た
ジ

ュ
ー
ス
の
缶
を
た
め
ら

う
こ
と
な
く
ポ
ー
ン
と
橋
の
上
か
ら
捨

て
た
の
で
す
。
マ
ナ
ー
以
前
の
問
題
で

残
念
で
た
ま
り
ま
せ
ん
。
■
参
加
す
る

ま
で
は
ず

い
ぶ
ん
迷
い
ま
し
た
が
、
た

く
さ
ん
の
知
り
合
い
が
で
き
行

っ
て
よ

か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
農
業
祭
に
行
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も

大
好
き
な
高
森
に
遊
び
に
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
■
忙
し
い
時
期
に
も
拘
わ

ら
ず
よ
く
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
作

っ
た

野
菜
等
に
対
し
自
信
を
持

っ
て
出
荷
さ

れ
て
い
る
の
が
わ
か
り
、
農
業
に
対
す

る
イ
メ
ー
ジ
も
変
わ
り

一
週
間
ぐ
ら
い

の
農
業
体
験
を
体
験
し
た
い
で
す
。
■

稲
刈
り
で
お
米
の
大
切
さ
、
自
然
の
尊

さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
農
業
青
年
の
皆

さ
ん
プ
ラ
イ
ド
を
持

っ
て
農
業
に
従
事

し
て
下
さ
い
。
■
高
森
に
来
る
ま
で
は

は

っ
き
り
言

っ
て
農
業
に
対
し
て
は
良

い
イ
メ
ー
ジ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
農
業
青
年
た
ち
の
農
業
に
対
す
る

熱
意
や
夢
を
か
い
ま
見
て
、
日
の
前
の

霧
が
晴
れ
た
よ
う
で
す
。
来
年
の
新
酒

会
に
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
で
す
。

高森高校テニス部の さんと辻先生 (右端)

′

〕
ん
な
の
ひ
ろ
ば

(16)(5)
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日田露

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

（ひ
め
ゆ
リ
チ
ー
ム
）
と

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

（後
藤
富
雄
さ
ん
）
が

県
代
表
と
し
て
全
国
大
会
出
場

一
　
一
●
．
　

・一
●
　

‐

「薬
物
乱
用
防
止
広
報
強
化
期
間
」

最
近
の
少
年
非
行
、
と
り
わ
け
少
年

の
薬
物
乱
用
問
題
は
、
全
国
的
に
中
・

高
生
の
覚
せ
い
剤
乱
用
が
急
増
す
る

な
ど
、
き
わ
め
て
憂
慮
す
べ
き
情
勢
と

な

っ
て
い
ま
す
。

少
年

の
薬
物
乱
用
防
止
対
策

の

進

に
当
た

っ
て
は
少
年

の
規
範
意

の
啓
発
を
図
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、

庭
や
地
域

の
皆
様

の
ご
理
解
と

ご

力
を
得
る
こ
と
が
き
わ
め
て
重
要
で

す
。
左
記
の
期
間
を
『薬
物
乱
用
防
止

広
報
強
化
期
間
』
と
し
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
実
施
期
間

平
成
十
年
十

一
月

一
日
（日
）
～

十

一
月
二
十
日
（月
）

◆
薬
物
乱
用
の
き
っ
か
け

◇
友
達
や
先
輩
に
勧
め
ら
れ
て

◇

「や
せ
る
東
」
と
い
わ
れ
て

◇
仲
間
外
れ
に
さ
れ
た
く
な
い

◇
イ
ヤ
な
気
分
か
ら
逃
れ
た
い

◇

「
一
回
く
ら
い
な
ら
」
と
い
う
好

奇
心
か
ら

持
っ
て
い
る
だ
け
で
処
罰
さ
れ
ま
す
！

《
シ
ン
ナ
ー
の
場
合
》

一
年
以
下

の
懲
役
も
し
く
は
罰
金

《
覚
せ
い
剤
の
場
合
》

十
年
以
下

の
懲
役

一
回
で
も
ダ
メ
ー

覚
せ

い
剤
な
ど

の
薬
物
乱
用

に
誘
わ

れ

て
も

「Ｎ
Ｏ
」
と

い
え

る
勇
気
を
持

ル
」ヽ
つ

吉
同
ホ
林
菫
昌
嶽
埜
薬
曰
ＴＥＬ
２
・０
１
１
０

十
月
三
十
日
か
ら
十

一
月
三
日

ま
で
愛
知
県
で
開
催
さ
れ
た
第
十

一
回
全
国
健
康
福
祉
祭

「ね
ん
り

ん
ピ

ッ
ク
９８
愛
知

。
名
古
屋

（六

十
歳
以
上
対
象
）
」
に
お
い
て
、
本

町
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
と
後

藤
富
雄
さ
ん

（冬
野
）
が
県
代
表

と
し
て
出
場
し
、
大
健
闘
を
し
ま

し
た
。

生
涯
を
通
じ
て
健
康
で
あ
る
こ

と
は
、
す
べ
て
の
人
々
の
願
い
で

あ
り
、
人
生
八
十
年
の
こ
の
時
代

を
豊
か
で
生
き
生
き
と
生
活
す
る

た
め
の
基
本
、
だ
れ
も
が
生
き
が

い
を
も

っ
て
生
活
で
き
る
明
る
い

図

活
力
あ
る
長
寿
社
会
づ
く
り
を
目

的
に
開
催
さ
れ
て
き
た
も

の
で

す
。
こ
の
大
会
に
は
五
月
の
シ
ル

バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（県
予
選
）

で
上
位
に
入
賞
さ
れ
た
方
々
が
、

出
場
し
ま
し
た
。

今
後
と
も
身
体
に
は
気
を
つ
け

健
康
維
持
の
た
め
張
り
切

っ
て
ス

ポ
ー
ツ
を
続
け
て
下
さ
い
。

全
国
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
で
林
さ
ん
六
位
入
賞

九
月
五
日
六
日
、
秋
田
県
太
田

町
で
行
わ
れ
た
第
十

一
回
全
国
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
に
本
町
か

ら
六
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
林
成

男
さ
ん

（上
在
）

が
堂

々

の
Ａ

コ
ー
ス
六
位
入
賞

（
一
七
二
八
名

参
加
。
六

コ
ー
ス
制
）
を
果
た
し

ま
し
た
。

十
月
十
五
日
、
野
尻
小
学
校
跡

地
で
森
林
文
化
村
拠
点
施
設
事
業

の
起
工
式
が
行
わ
れ
、
野
尻
活
性

化
委
員
会
や
町
、
議
会
、
施
工
業

者
な
ど
工
事
関
係
者
等
約
五
十
名

が
集
ま
り
工
事
の
無
事
を
祈
願
し

ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
憩
い
・健
康
、
く

ら
し

・
サ
ー
ビ
ス
、
交
流
を
三
つ

の
柱
と
す
る

「高
原
森
林
文
化

村
」
の
拠
点
と
し
て
美
し
い
自
然

を
活
か
し
た
野
尻
地
域
の
活
性
化

を
目
指
し
、
来
年
秋
の
完
成
予
定

で
す
。
浴
室
や
健
康
相
談
室
、
役

場
出
張
所
、
交
流
室
な
ど
を
備
え

る
こ
と
と
な
り
、
管
理
運
営
に
つ

い
て
は
地
元
に
管
理
運
営
組
合
を

組
織
し
行
う
予
定
で
す
。

税
　
務
　
広
　
報

ご
存
知
で
す
か

「税
を
知
る
週
間
」

十

一
月
十

一
日
か
ら
十
七
日
ま

で
は
「税
を
知
る
週
間
」
で
す
。

税
金
は
私
た
ち
国
民
が
豊
か
で
安

定
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

今
年
の
「税
を
知
る
週
間
」
も
「こ

の
社
会
あ
な
た
の
税
が
い
き
て
い

る
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、期
間
中
、

税
の
仕
組
み
や
使
わ
れ
方
を
広
く

皆
さ
ん
に
知

っ
て
い
た
だ
く
催
し

を
開
催
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

税
の
作
品
展

高
森
町
役
場
。高
森
温
泉
館

租
税
教
室

■
日
時
　
十

一
月
十
三
日
（金
）

午
後
七
時
半
～

■
場
所
　
下
町
公
民
館

平
成
十
年
源
泉
所
得
税

年
末
調
整
説
明
会

■
日
時
　
十

一
月
二
十
四
日
（火
）

十
時
～
十
二
時
　
　
　
（法
人
）

十
三
時
半
～
十
五
時
半
（個
人
）

■
場
所
　
高
森
町
林
業
総
合
セ
ン

タ
ー
（役
場
隣
り
）

詳
し
く
は
‥

阿

蘇

税

務

署

ＴＥＬ

０

９

６

７

・２

２

・
０

５

５

１

町
役
場
税
務
課
町
民
税
係

ＴＥＬ
２
・１
１
１
１
（内
線
１
３
８
）

個
人
事
業
税
の
第
二
期
分

納
期
限
十

一
月
二
十
日

●  ●

Aコ ース6位 になつた

林成男さん

協 家

●  ●

11月 9日 から 15日 まで

「秋の全国火災予防週間」です

～気をつけて はじめはすべて 小さな火～

☆重点目標

1、 住宅防人対策の推進

火災の死者の うち住宅火災 による死者が 9割 を占

め、また、その約半数が高齢者 (65歳 以上)で す。

このため、住宅 における火災の発生防止及び住宅火

災による高齢者等の死者の大幅な低減を目標 として

います。

2、 地域における防火安全対策の充実

大規模な地震が発生 した場合、火災の同時多発や広

範囲の延焼拡大等の危険性があ ります。このため、自

主防災組織の整備充実、地域 ぐるみの防火安全体制

の充実を目標 としています。

(15)

高森町の火災発生状況

(平成 10年 1月 1日 から9月 30日 まで )

建物火災 1件、林野火災 2件の計3件です。

火の用心 7つのポイン ト

〇

個

人

事

業
税
は
、
物

品
販
売

や
、
　

鼈

サ

ー

ビ

ス

業

等

を

営

ん

で
お

ら

れ

る

個

人

の
方
が
、
そ

の
所

得

に

応

じ

て
納

め

る

税

金

で
す
。

なたの税ガι
′(D常

'あ

Cb

第
二
期
分
の
納
税
通
知
書
が
十

一
月
初
め

に
発
送

さ
れ

て

い
ま

す
。
納
期
限
は
十

一
月
二
十
日
で

す
。
お
近
く

の
銀
行

や
郵
便
局
、

農
協
等

の
金
融
機
関
、
ま
た
は
、

県
事
務
所
税
務
課
の
窓
口
で
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し

ま
す
。

ま
た
、
電
気
料
金
や
水
道
料
金

の
よ
う
に
納
税
に
便
利
な
口
座
振

替
制
度
も
あ
り
ま
す
。
県
事
務
所

税
務
課
及
び
金
融
機
関
の
窓
口
に

申
し
込
み
は
が
き
が
備
え
て
あ
り

ま
す
の
で
、
所
定
の
事
項
を
記
入

の
う
え
、
投
函
も
し
く
は
、
県
事

務
所
税
務
課
窓
口
ま
で
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
と
、
ど
な
た
で
も

簡
単

に
手
続
き
で
き
ま
す
。

個
人
事
業
税
の
こ
と
で
お
わ
か

り
に
な
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
熊
本
県
阿
蘇
事
務
所
税
務

課
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ＴＥＬ

０

９

６

７

・
２

２

・
１

１

１

１

き`ヒ

C)り

11月 は国民健康保険税 (7期 )・ 固定資産税 (3期)の納期です 納期限 (11月 30日 )までには納めましよう
(6)
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～
か
ら
だ
の
歪

腰
痛
の
も
と

み
が
肩
こ
り

・

パ
ー
ト
②
～

い
よ
い
よ
十

一
月
。
寒
い
冬
が
も

う
日
前
で
す
。
朝
、
布
団
か
ら
出
る
の

が
辛
く
な

っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

今
回
は
操
体
法
の
具
体
的
方
法
で

す
。
操
体
法
の
原
理
は
、
具
合
の
悪
い

と
こ
ろ
が
よ
く
な
る
よ
う
に
身
体
を

動
か
せ
ば
よ
く
、
わ
か
り
や
す
く
言

え
ば
痛
み
の
あ
る
動
き
は
せ
ず
、
気

持
ち
の
良
い
動
き
を
自
分
で
探
し
て

す
る
。
す
る
と
痛
み
の
あ
る
方
も
良

く
な

っ
て
く
る
と

い
う
も
の
で
す
。

そ
れ
も
た
く
さ
ん
す
る
の
で
は
な
く
、

寝
る
前
や
朝
起
き
た
と
き
布
団
の
上

で
で
き
る
程
度
で
い
い
の
で
す
。
最

も
や
り
や
す
い
三
つ
の
方
法
を
紹
介

し
ま
す
。

～
脚

・
腰
・背
中
の
だ
る
さ
痛
み
・

肩
こ
り
の
解
消
に
～

①
か
か
と
押
し

一
、
ま
ず
自
然
な

状
態

で
寝

こ
ろ
び

ま
す
。

足
の
長
さ
が
違

う

こ
と
は
万
病

の

も
と
、
腰
痛

の
人

は
左
右

の
足

の
長

さ
が
微
妙

に
違
う

こ
と
が
多

い
の
で

す
。
調

べ
て
み
て

下
さ
い
。
く
る
ぶ
し
を
あ
わ
せ
て
み

る
と
実
際
に
ず
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

二
、寝
こ
ろ
ん
だ
ま
ま
左
右
の
踵
を
交

互
に
押
し
出
す
よ
う
な
感
じ
で
ゆ

っ

く
り
伸
ば
し
て
み
ま
す
。
ど
ち
ら
が
伸

ば
し
や
す
い
か
を
感
じ
取
り
ま
す
。
伸

ば
し
や
す
い
足
が
わ
か
れ
ば
今
度
は
、

そ
の
足
だ
け
息
を
吐
き
な
が
ら
伸
ば

し
ま
す
。
こ
の
時
足
だ
け
で
な
く
、
逆

の
足
の
膝
や
腰
、肩
が
動
い
て
も
か
ま

い
ま
せ
ん
。
一
番
気
持
ち
の
い
い
と
こ

ろ
で
止
め
、
２
～
３
秒
間
そ
の
ま
ま
の

状
態
に
保
ち
、
ス
ト
ン
と
力
を
抜
き
ま

す
。
こ
れ
を
３
～
４
回
繰
り
返
せ
ば
足

の
長
さ
が
揃
う
は
ず
で
す
。

②
カ
エ
ル
運
動

一
、
う
つ
ぶ
せ
に
寝
て
、
片
方
ず

つ
膝

を
折
り
曲
げ
、
そ
の
ま
ま
脇
の
下
に
向

け
て
膝
を
引
き
上

げ
ま
す
。
両
方
し
て

み
た
と
こ
ろ
で
や

り
や
す

い
方
だ
け

息
を
吐
き
な
が
ら

３
～
４
回
繰
り
返

し
ま
す
。
そ
う
す
る

と
腰
痛
も
よ
く
な

り
背
中
も
楽
に
な

り
ま
す
。動
き
が
左

右
平
均
し
て
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

よ
く
な

っ
た
証
拠
で
す
。

③
両
ヒ
ザ
倒
し

一
、膝
を
立
て
て
仰

向
け
に
寝
ま
す
。

二
、
足
も
膝
も
両
足

つ
け
た
ま
ま
、
ゆ
っ

く
り
左
右
に
倒
し

て
ど
ち
ら
が
倒
し

や
す

い
か
を
探
り

ま
す
。

三
、気
持
ち
の
よ
い

方
の
動
き
を
３
～
４
回
繰
り
返
し
ま

す
。
こ
の
時
、
動
く
と
き
は
息
を
吐
き

な
が
ら
気
持
ち
の
よ
い
と
こ
ろ
で
２

～
３
秒
と
め
て
感
覚
を
味
わ
い
ま
す
。

膝
を
倒
し
終
わ
る
と
こ
ろ
で
ス
ト
ン

と
力
を
抜
き
ま
す
。

以
上
が
最
も

や
り
や
す

い
操
体
法

で
す
。
「膝
が
痛
く
て
、
腰
が
痛
く
て
行

き
た

い
と

こ
ろ
に
行
け
な

い
。
」
そ
ん

な
思

い
を
持

っ
て
い
る
人
は
た
く
さ

ん
い
る
の
で
は
？

一
度

試

し

て
み

て
は

い
か

が

で

し
ょ
う
か
？

機
能
訓
練
事
業

「
あ
ゆ

み
会
」
下
半
期
開
請

十
月
二
十
八
日
、高
森
温
泉
館
で

機
能
訓
練
事
業
「あ
ゆ
み
会
」
の
下

半
期
の
開
講
式
が
行
わ
れ
、今
回
新

た
に
三
組
の
受
講
生
が
加
わ
り
十

一
組

の
「あ
ゆ
み
会
」
と
な
り
ま
し

た
。こ

の
事
業
は
、
日
頃
家
庭
に
こ
も

り
が
ち
な
介
護
を
必
要
と
す
る
人

た
ち
に
機
能
訓
練
の
場
と
憩

い
の

場
を
提
供
し
、わ
ず
か
で
も
安
ら
え

る
よ
う
に
と
社
会
福
祉
協
議
会
が

主
催
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

介
護
す
る
人
も
、
さ
れ
る
人
も
少

し
で
も
介
護
が
楽
に
な
れ
る
よ
う

に
と
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。皆
さ
ん

の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

守つていますか、ゴミの分別収集 !

平成 9年 10月 1日 より、不燃物ゴミ再分別が (ビ ン類、缶類、陶器・ガラス類、小金属類)が始 まり、 1年

が経過 しましたが、まだ指定日程以外のゴミや、指定袋に入つていないゴミがでています。ゴミの減量と共に

ルールを守ることが経費節減の第一歩です。       阿蘇南部清掃センター TEL 2-研関2
ク乃′′
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●  ● Ω構士
☆
十

一
月
は

『
国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
』

で
す
。

高
齢
社
会
を
迎
え
、
県
民

一
人
ひ
と
り
が
年
金
を
身
近
な
も
の
と
考
え
、

国
民
年
金
制
度
の
意
義
や
役
割
を
正
し
く
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
十

一
月
を

「国
民
年
金
制
度
推
進
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
期
間
中
に
各
種
行
事
や
テ
レ
ビ
ス
ポ
ツ
ト
等
で
も
放
映
し
、
国
民

年
金
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
と
信
頼
を
高
め
て
い
ま
す
。

考
え
て
み
ま
し
よ
う
　
あ
な
た
の
年
金

見
つ
め
て
み
ま
し
よ
う
　
あ
な
た
の
未
来

☆
推
進
委
員
十
三
名
決
ま
る
　
　
　
　
　
　
●

十
月
十
六
日
、
役
場
委
員
会
室
で
年
金
推
進
委
員
の
委
嘱
状
交
付
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
国
民
年
金
の
推
進
に
ご
協
力
い
た
だ
く
十
三
名
の
方
々

は
次
の
と
お
り
で
す
。
カ
ッ
コ
内
は
担
当
地
域
で
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　

　

　

（任
期
は
平
成
十
二
年
九
月
末
ま
で
）

本
田
美
智
子

（村
山

・
上
在
）
、
松

野
博
子

（天
神

・
上
町
）
、
岩
下
郁

代

（旭
通
）
、
杉
田
紀
久
子

（昭

和
）
、
塚
本
尚
子

（下
町
）
、
相
馬

和
美

（横
町

・
冬
野

・
森

・
津
留
）
、

後
藤
ソ
ミ
子

（上
色
見
）
、
安
方
小

百
合

（色
見
）
、
江
藤
柳
子

（草
部

・

芹
口
）
、
甲
斐
キ
ヌ
子

（菅
山

・
永

野
原

・
下
切
）
、
伊
藤
幸
子

（中

・

矢
津
田
）
、
草
村
史
子

（津
留

・
野

尻

・
尾
下
）
、
熊
川
孝
子

（河
原
）

（敬
称
略
）

国
民
年
金
に
つ
い
て
の
お
た
ず
ね
は
‥

高
森
町
役
場
　
町
民
福
祉
課

電
話
　
２

・
１
１
１
１

国
民
年
金
担
当

（内
線
１
３
２
）
ま
で
ど
う
ぞ

◆野菜の上に肉料理を盛りつけ
盛 りつけにも一工夫必要です。「野菜の上に肉料理を

盛 りつけると、皿に油やソースが付かないから、あとで

洗うのが楽。お雑煮の盛 りつけはまず下に大根を盛っ

てその上におもちを置 く。あとで食器が洗い易いから。

盛 りつけではないのですが、食後のご飯茶碗に茶を

注いで飲む習慣 もあります。これも、あとの洗いやすさ

を考えれば、合理的といえます。

風
民
ギ
金
お
一よ
り

(14)(7)

イ

ラ

ス
ト

高
崎
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誌

けさちやぶみが朴ちや
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ごみの種類 燃えるごみ ビン類 小金属類 陶器・ガラス類 カン類 粗大ごみ

指定袋 黄色の袋 青色で自文字の袋 透明で黒文字の袋 青色で黒文字の袋 透日月で自文字の袋 袋なし

地
　
区

高森 毎週月・木曜日 第 1金曜日 第 3金曜日 第 3金曜日 第 2・ 4・ 5金曜 日 平日、南部清掃セン

ターヘ直接持ち込み

色 見 毎週月・本曜日 第 1金曜日 第 3金曜日 第 3金曜日 第 2・ 4・ 5金曜日 6日

草部・芹口 6日 13日 20日 20日 20日 7日

下切・永野原・菅山 7日 14日 21日 21日 21日 8日

中・矢津田 8日 15日 22日 22日 22日 9日

津留・野尻 1 9日 16日 23日 23日 23日 11日

野尻 2・ 尾下 1 10日 17日 24日 24日 24日 12日  ,r.

尾下 2・ 河原 11日 18日 25日 25日 25日 13日

振替日 (12日 ) (19日 ) (26日 ) (26日 ) (26日 ) (10・ 16日 )

卵、砂糖、片栗粉を入れて混ぜ る。

栗粉がダマにな らないようにへ ら

る。 ②① に牛乳 を少 しずつ加 え、

になるまで混ぜ合わせる。 ③鍋に移して

き混ぜる。煮立ったら火を止め、余熱で再

をつける。

☆ホッ トジンジャー

□材料 (1杯分)

ハチ ミツ大さじ2、 レモン汁 (市販品でもOK)
小さじ 1、 しょうが汁小さじ 1、 湯 1カ ップ

□作り方

①カップにはちみつ、レモン汁、しょうが汁を

入れ、湯 を注いでか き混ぜ る。

□作

①ボ

☆ホットカスタード

□材料

プ、砂糖大さじ2去 、,,1>|、

栗粉大 さじ 2

り方

, )vt.
この時、片

均一なク リームでよく混ぜ

弱火にかけ、へ らでか

びかき混ぜて、とろみ

「 [

ト

L 瞼
弯 一一一磯

鷲一

手早くきれいで環境にやさしい洗い方 パート1

◆気の重い後片づけ
料理は好 きだけど、気の重いのは片づけ、という人は

いませんか ?使 った後の鍋やボウルの山、汚れた流 し、

食べた後の食器の山。確かにうん ざ りします。しか も、

油汚れの多さ、しつ こさ。毎食 こんなた くさんの汚れを

多量の洗剤 と水 を使 って洗 い流 していいので し ょう

か ?下水や環境 を汚す ことに心が痛み ませんか ?

寒い日におすすめの～ホッ トドリンク～
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交通安全
丁raric Safety

交
通
安
全
　
高
齢
者
の
つ
ど
い

あ
な
た
の
運
転
だ
い
じ
よ
う
ぶ
？

歩
行
者
と
し
て
の
心
構
え
は
そ
れ
で
い
い
で
す
か
？

若
い
と
思
っ
て
も
思
う
よ
う
に
は
動
き
ま
せ
ん
。

交
通
事
故
の
当
事
者
の
う
ち
高
齢
者
の
占
め
る
割
合
は
年
々
増
加
し
て

お
り
、
県
内
で
も
平
成
九
年
の
死
者
百
四
十
八
人
の
う
ち
五
十
九
人

（約

四
十
蘇
）
が
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
で
す
。

交
通
安
全
シ
ル
バ
ー
教
室

町
で
は
本
年
度
、
シ
ル
バ
ー
セ
ー
フ
テ
イ
ア
ッ
プ
事
業

‐
　
を
展
開
中
で
す
。
高
齢
化
社
会
に
な
り
つ
つ
あ
る
現
在
で

は
、
交
通
事
故
の
犠
牲
者
の
半
数
近
く
が
お
年
寄
り
や
子

ど
も
な
ど
の
交
通
弱
者
で
す
。
こ
の
様
な
こ
と
を
踏
ま
え
、

七
月
か
ら
各
地
区
の
老
人
交
通
指
導
員

（町
よ
り
各
老
人

ク
ラ
ブ
に

一
名
委
嘱
）
が
中
心
と
な
り
交
通
安
全
教
室
を

行

っ
て
い
ま
す
。
反
射
材
の
効
果
や
年
齢
に
応
じ
た
運
動

能
力
な
ど
、
高
森
署
交
通
係
や
町
役
場
の
交
通
担
当
な
ど

の
講
話
や
ビ
デ
オ
で
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。

高
森
保
育
園
児
　
（ひ
ま
わ
リ
ク
ラ
ブ
）

保
護
者
と

一
緒
に
交
通
安
全

九
月
三
十
日
午
後
十
時
か
ら
、

高
森
保
育
園
ホ
ー
ル
で
高
森
署
の

お
巡
り
さ
ん
か
ら
正
し
い
交
通

ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
講
話
が
あ

り
、
運
動
場
に
で
て
信
号
機
や
横

断
歩
道
を
使

っ
た
正
し
い
渡
り
方

な
ど
を
保
護
者
と

一
緒
に
勉
強
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
郵
便
局
前
の

駐
車
場
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に

「お
酒

を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
で
ね
。
」

「安
全
運
転
で
ね
。
」
な
ど
の
言
葉

を
か
け
ペ
ン
ダ
ン
ト
と
交
通
安
全

お
守

（上
在
の
岩
下
保
さ
ん
か
ら

寄
贈
）
を
渡
し
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
て
い
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
図
画
作
品
入
選
者

◇
小
学
校
低
学
年
の
部

金
賞
　
後
藤
怜
美

（高
森
東
小
２
年
）

銀
賞
　
荒
牧
秀
人

（高
森
小
１
年
）

″
　
　
今
村
翔
太

（色
見
小
２
年
）

銅
賞
　
本
田
人
史
希

（高
森
東
小
１
年
）

″
　
　
工
藤
優
子

（草
部
南
部
小
２
年
）

″
　
　
重
野
将
史

（高
森
小
３
年
）

態

Ｅ
Ｅ
Ｂ
肇
襲一

が
ん
の
籐
一滅
や
結
核

の
予
防
を

目
指
し
、
九
月
二
十
三
日
林
業
総

合
セ
ン
タ
ー
で

「が
ん
征
圧
く
ま

も
と
県
民
の
集

い
＆

ヘ
ル
シ
ー
デ

イ
９８
ｉ

ｎ
高
森
」
が
県
成
人
病
予

防
協
会
と
町
の
主
催
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

「
こ
れ
か
ら

の
健
康
づ
く
り

ｏ

い
き

い
き
ラ
イ
フ
」
と
題
し
た
座

談
会

で
は
が
ん

の
体
験
者

や
医

師
、
本
町
の
野
中
保
健
婦
ら
が
体

験
談
や
実
験
結
果
な
ど
を
発
表
し

会
場
に
詰
め
か
け
た
約
三
百
名

の

参
加
者
ら
は
熱
心
に
聞
き
入

っ
て

い
ま
し
た
。

会
場
に
は
八
台
の
検
診
車
に
よ

る

「人
間
ド

ッ
ク
」
や
体
力
測
定
、

九
月
二
十
二
日
、
午
後

一
時
三

十
分
か
ら
蘇
陽
町
町
営
体
育
館
で

お
年
寄
り
を
対
象
に
し
た
交
通
安

全
大
会
が
開
催
さ
れ
、
（高
森
町

他
四
か
町
村
と
高
森
警
察
署
な
ど

が
主
催

・
‥
本
年
度
は
蘇
陽
町
長

が
実
行
委
員
長
）
高
森
警
察
署
管

内
の
五
カ
町
村
か
ら
約
三
百
人
の

参
加
が
あ
り
、
交
通
安
全
の
推
進

や
危
機
意
識
を
持
つ
大
切
さ
を
学

び
ま
し
た
。

大
会
で
は
警
察
音
楽
隊
に
よ
る

鮮
麗
な
演
奏
を
聴
い
た
後
、
反
射

材
の
着
用
実
験
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

コ
ン
ビ
ン
サ
ー
や
カ
メ
カ
メ
号
乗

車
体
験
、
ダ
ン
プ
カ
ー
に
よ
る
巻

き
込
み
実
験
等
で
運
転
者
の
立
場

や
歩
行
者
の
立
場
を
体
験
し
、
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
助
け
合
う
思

い
や
り
の
心
と
交
通
問
題
に
限
ら

ず
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
大

切
さ
を
あ
ら
た
め
て
肌
で
感
じ
ら

れ
た
よ
う
で
す
。
交
通
事
故
を
人

ご
と
と
は
思
わ
ず
交
通
事
故
に
遭

わ
な
い
よ
う
い
つ
ま
で
も
お
元
気

で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

健
康
診
断
等

の

コ
ー
ナ
、
有
名

コ
ッ
ク
長
に
よ
る
料
理
教
室
、
高

森

に
わ

か
社
中

に
よ

る

「
に
わ

か
」
も
あ
り
、　
一
日
中
賑
わ

い
ま

し
た
。
ま
た
、
健
康

づ
く
り
を

テ
ー

マ
に
し
た
小
中
学
生
の
ポ
ス

タ
ー
、
標
語
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

撃簿緑 ′

「が
ん
征
圧
く
ま
も
と
県
民
の
集
い
」

本
町
で
開
催

参
加
者
ひ
と
り
一
人
が
自
分
の
健
康
を
み
つ
め
な
お
す

座談会の様子

熱心に聞きいる料理教室の受講生

ペ
ヽ ヽ

●  ●

●  ●

◇
小
学
校
高
学
年
の
部

金
賞
　
岡
田
清
隆

（高
森
小
６
年
）

銀
賞
　
井
芹
む
つ
み

（高
森
小
５
年
）

″
　
　
本
田
紗
也
佳

（高
森
小
５
年
）

て
　
銅
賞
　
後
藤
ち
ひ
ろ
（上
色
見
小
４
年
）

め
　
″
　
　
相
馬
有
紗

（上
色
見
小
５
年
）

ス

一
を
　
″
　
　
工
藤
宗

一
郎

（色
見
小
６
年
）

力

が
ん
撲
滅
標
語
作
品
入
選
者

金
賞

銀
賞

″銅

賞
″  ″

佐
藤
元
美

赤
峰
慎
悟

古
庄
優
紀

栗
屋
　
望

自
石
美
咲

本
田
祐
輔

（高
森
中
３
年
）

（高
森
中
１
年
）

（高
森
中
３
年
）

（高
森
中
２
年
）

（高
森
中
２
年
）

（高
森
東
中
３
年
）

延命寿会 (高森津留 )

鰺で雙

車部福寿会 (草部)

熊野会・中西会 (色見 )

会場をわかせたにわか社中

平成 10年度阿蘇郡社会福祉協議会

ホームヘルバー養成研修会 (3級課程)閉講式

福祉の担い手を育てようと昨年度から阿蘇郡社会福祉

協議会が主催するホームヘルパー養成研修会 (3級課程 )

の閉講式が 10月 13日 、午前 10時30分か ら林業総合セ

ンターで行われ ました。

郡内からの参加者81名 が、7月 に講義、 8月 に実習と

50時間の研修 を終

え、 この日70名 の

方 が、郡社会福 祉

協 議会 の今村輝 昭

会長 か ら修 了証 を

受 け取 りました。

本町か らも18名 の

方 が 修 了 証 を 受

謝辞を述べる阿南和美さん

(13)

け、受講生を代表して本町の阿南和美さん (昭和)が謝

辞を述べました。受講された皆様の地域でのご活躍

を期待いたします。

なお、高齢者介護及び、在宅介護サービス事業への

強い関心のある方、または従事を希望する健康な人

で、今回受講することができなかった方は、下記のと

お り阿蘇ホームヘルパー養成研修 (3級課程)が行われま

すので受講してみてはいかがですか。先着順定員にな

り次第締め切 りです。 (定員30名 )

■実施場所 阿蘇温泉病院及び在宅介護サービス機関

■実施日  平成 11年 2月 1日 ～4月 30日

■申し込み方法

申込書と参加料 18,000円 (教科書代8,000円 含む)を

添えて 〒869-2301阿 蘇町大字内牧 1153-1番地

阿蘇温泉病院 阿蘇ホームヘルパー養成講座担当まで

■申し込み期間 平成11年 1月 5日 ～ 1月 20日

詳 しくは阿蘇温泉病院 TEL0967-32… 0881ま でお

問い合わせ下さい。

(8)

‖整象総

着
用
率
調
査
を
実
施
中

率ま

し
た

。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト

九
月
二
十
四
日
と
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調
査
結
果

（着
用
し
た
者
の
率
）

■
九
月
二
十
四
日

（県
下
七
十
四
位
）

□
午
前
九
時
～
十
時

○
運
転
席
　
　
８２
、
１
％

○
助
手
席
　
　
∞
、
２
％

■
十
月
二
十
六
日

（県
ド
八
十
五
位
）

□
午
前
十
時
～
十

一
時

○
運
転
席
　
　
８１
、
〇
％

○
助
手
席
　
　
７５
、
０
％

シ ー
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1999高森画体

ヽ

み
ん
な
の
力
で
国
体
成
功
！

高
森
町

・
国
体
推
進
室
　
阿
蘇
部
口同
森
町
上
色
見
２
８
１
３
　
古口
森
町
民
体
育
館
内

電
　
一詰
　
２

・
２
９
９
ｌ

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
２

・
０
９
８
７

ベント

第
五
回
　
も
や
い
、
た
す
け
あ
い

請
演
と
劇
で
介
護
の
難
し
さ
大
切
さ
を
知
る
！

熊
本
県
は
高
齢
化
が
全
国
よ
り
十
年
早
い
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も

欄

‐
森
僚

「福
祉
ま
つ
り
」
賑
わ
う

十
月
四
日
の
日
曜
日
、
今
年
も
高
森
寮
で

「福
祉
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

食
べ
物
バ
ザ
ー
や
パ
ン
づ
く
り
な
ど
の
実
演

コ
ー
ナ
ー
、
遊
具

コ
ー

ナ
ー
、
本
工
芸
と
か
ず
ら
工
芸
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
人
形
劇
、
物
の
大
切

さ
を
み
ん
な
で
考
え
よ
う
と
い
う
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
や
不
用
品
交
換
会

な
ど
、
毎
年
多
彩
な
楽
し
い
企
画
で
好
評
の
こ
の
催
し
、
お
と
な
か
ら
子

ど
も
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
て
入
寮
者
の
皆
さ
ん
と
の
楽
し
い
交
流

を
行
い
ま
し
た
。

ま
つ
り
を
支
え
て
く
れ
た
の
は
町
内
の
中

・
高
生
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
や
地

元
の
婦
人
会
や
若
者
た
ち
で
、
み
ん
な
で
作
り
上
げ
た

「福
祉
ま
つ
り
」
は

大
盛
況
で
し
た
。

め、迫真の演

ある姿をうつ

らは
いる

かれまし
これか

で何

れに

リアルに問題点

ではない高齢化 つ つ

んか

れぞれの立場

円内 高槻先生

(12)

南
阿
蘇
地
域
は
、
更
に
進
ん
で
い
ま
す
。
住
み
慣
れ
た
地
域
や
家
庭
で
い
つ
ま
で

も
充
実
し
た
暮
ら
し
を
送
り
た
い
。
こ
ん
な
願
い
の
実
現
の
た
め
み
ん
な
で
考
え

よ
う
と

「も
や
い
、
た
す
け
あ
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

九
月
三
十
日
、
林
業
総
合
セ
ン

タ
ー
で
「も
や
い
、
た
す
け
あ

い
」

が
南
阿
蘇
福
祉
協
議
会
主
催
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

浜
松
医
療
セ
ン
タ
ー
臨
床
心
理

士

の
高
槻
絹
子
先
生
が

「ボ
ケ
は

防
げ
る
・治
せ
る
―
自
分
ら
し

い

人
生
を
完
走
す
る
た
め
に
」
と
題

し
た
講
演
で
は
「ボ
ケ
」
は
小
ボ
ケ

中
ボ
ケ
ま
で
な
ら
周
り
の
協
力
で

来
年
、
十
月
二
十
三
日
か
ら
五

日
間

に
わ
た

っ
て
開
催

さ
れ

る

「く
ま
も
と

・
未
来
国
体
」
ま
で
、

あ
と

一
年
と
な
り
ま
し
た
。

テ
ニ
ス
競
技
会
場
と
な
る
高
森

町
と
久
木
野
村
で
は
国
体

一
年
前

を
記
念
し
て
、
合
同
の
テ
ニ
ス
イ

ベ
ン
ト
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

テ
ニ
ス
愛
好
者
の
皆
さ
ん
は
も

ち
ろ
ん
、
初
心
者

の
方
で
も
楽
し

め
る
内
容
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

ご
家
族
、
お
友
達
お
誘

い
合
わ

せ
の
上

ご
来
場
下
さ

い
。

（参
加

費
無
料
）

■
テ
ニ
ス
入
門
講
座

■
テ
ニ
ス
教
室
　
（県
テ
ニ
ス
協

会
指
導
）

■
高
森
町

・
久
木
野
村
対
抗
テ
二

ス
大
会
な
ど

治
す
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
ボ
ケ

は
突
然
に
は
や

っ
て
く
る
の
で
は

な
く
、
前
兆
が
あ
る
。
予
防
す
る
こ

と
も

で
き
る
。
と

い

っ
た

こ
と
を

う

っ
た
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
「梅
香
苑
」
職
員

に
よ
る

介
護
劇
に
は
現
実
を
感
じ
さ
せ
る

迫
真

の
演
技
に
満
員
の
会
場
か
ら

は
惜
し
み
な

い
拍
手
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

次
の
と
お
り
、
熊
本
県
体
育
協

会
共
催
、
県
テ
ニ
ス
協
会
指
導
に

よ
る
テ
ニ
ス
教
室

（無
料
）
を
開

催
し
ま
す
。
事
前
申
込
み
は
不
要

で
す
。
ラ
ケ
ッ
ト
と
ボ
ー
ル
は
貸

し
出
し
ま
す
の
で
初
心
者
の
方
で

も
お
気
軽

に
参
加
く
だ
さ

い
。

（貸
出
し
は
先
着
順
）

ご
家
族
連
れ
で
も
、
も
ち
ろ
ん

結
構
。
楽
し
い

一
時
を
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

テ
ニ
ス
教
室
の
お
知
ら
せ

高森 vs久木野
含同テニス大会を開催します

11月 29日 (日 )午前 10時
高森町民体育館

すで に私たちのあしもとに

■『介護劇」でこれからの時代の問題を提起

脳や身体の働きは衰えるもので

になつたら、徘徊内が介護が必要

れたらどうしたら良いので しよう

の職員の皆さん

援センター、福祉●  ●

●  ●

ス

介護

まと

カ

を

た ま

県
議
会

・
国
体
特
別
委
員
会

が
町
民
体
育
館
を
視
察

来
年
開
催
の

「く
ま
も
と

，未
来

国
体
」
の
た
め
に
、
熊
本
県
と
熊
本

県
議
会
で
は
様
々
な
施
策
を
進
め

て
い
ま
す
。
十
月
十
三
日
、
午
前

十
時
、
熊
本
県
議
会

「国
体
特
別
委

員
会
（大
仁
田
貞
夫
委
員
長
）」
の
委

員
十
名
が
高
森
町
民
体
育
館
を
訪

れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
来
年
の
国
体
の
た
め
の

各
競
技
場
視
察
の

一
環
と
し
て
本

町
を
訪
れ
た
も
の
で
、
今
村
町
長
ら

が
町
民
体
育
館
の
施
設
状
況
や
国

体
の
た
め
の
準
備
状
況
を
説
明
し

ま
し
た
。

各
委
員
は
体
育
館
の
広
さ
や
収

納
式

ス
テ
ー
ジ
な
ど
の
施
設
面

と
、
そ
の
後
訪
れ
た
湧
水
館
と
湧

水
ト
ン
ネ
ル
に
も
大
き
な
関
心
を

寄
せ
て
い
ま
し
た
。

す。」

り

良 くわかりまし

し も

取 れ

家
族
み
ん
な
び
ス
マ
ツ
シ
ユ
′

ふ
れ
含
ιｌ
タ
ィ
ム
も
ιｌ
ιｌ
で
す
ね

あ

会場の様子。高所作業車 (九電工南阿蘇)で、上空からの撮影

たようです。

げていく重要性を
,―

■
と
　
き

十

二
月
六
日

（日
）

午
前
九
時
半
集
合

午
前
十
時
開
始

■
と
こ
ろ

高
森
町
民
体
育
館

熊
本
県
最
低
賃
金
が
改
定

臨
時

・
パ
ー
ト
労
働
者

（
，
産
業
別

最
一低
賃
金
適
用
労
働
者
を
除
く
）
す

べ
て
に
適
用
さ
れ
ま
す
”
（十
月

一
日

か
ら
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
）

日
　
額
　
　
４
７
■
６
円

時
間
額
　
　
　
５
９
０
円

チ

ェ
ッ
ク
よ
し

今
年
も
ク
リ
ア
最
低
賃
金

熊
本
労
働
基
準
局

０

９

６

・
３

５

５

・
３

１

８

１

家族連れ等で一日中賑わいました。 物の大切さを考えます。リサイクルバザー

(9)

平成 10年 12月 1日

住宅需要実態調査にご協力を
この調査は、全国の家庭の皆さんが、住宅について日頃どのようにお考

えかを伺うもので、国や地方公共団体が住宅対策を行ううえで重要な資料

となるものです。県内では一定の抽出方法により無作為に抽出したおよそ

8千世帯に調査をお願いするものです。

11月 24日 から12月 7Hま での間、統計調査員証を持った調査員が対

象となった世帯を訪問いたし、同時に周りの住宅地等も調査いたしますの

で ご協力お願いいた します c 省 熊本県 高森町

晟
騒
一■
■
■ 『 f覇

封く臨

燿辮蝙_

|||||1111111111111111目
|||||||||||||||||||‡

疵‐ ■
"

111111 -■,I:|   ‐‐

響儡
、

藤
躍

，Ｉ

00000000● 00● 0000000000● ● 000●

０

●

０

●

●

０

０

ｅ

ｅ

Ｏ

●

●

●

０

０

●

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

０

●

●

０

０

●

０

０

０

● ● 0000● 0000000● 00000● 0000000000

′:≒

:it″ 1l r

議 |

11 導

,ソ

難



二F2τ・10■F
ぎゴ t,「石|
ン∫り フヽ

==」

「
111″

`ュ

。

」ソ」」■ニリ

9月 24日 ～

10月 7日

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

■
九
月
二
十
日
を
も

っ
て
任
期
満

了
と
な

っ
た
山
村
文
子
氏
の
後
任

に
平
田
ル
リ
子
氏

（大
字
高
森

一

六

一
二
番
地
の
六
）
を
選
任
す
る

事
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

熊
本
県
退
職
手
当
組
合

規
約
の

一
部
変
更

■
熊
本
県
退
職
手
当
組
合
規
約

に

「宇
城
広
域
連
合
」
「菊
池
広
域
連

合
」
を
加
え
る
こ
と
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
十
年
度

各

会

計

補

正

予

算

一

般

会

計

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費
に

二
千
九
十
五
万
円
、
公
社
営
畜
産

基
地
建
設
事
業
等
畜
産
事
業
費
に

二
千
三
十
四
万
七
千
円
の
補
正
の

ほ
か
、
介
護
保
険
推
進
事
業
費
に

千
三
百
五
十
万
五
千
円
な
ど
や
経

常
経
費
の
増
減
に
よ
り
、
七
千
四

百
五
十
二
万
四
千
円
を
追
加
し
、

平
成
十
年
度
の

一
般
会
計
予
算
総

額
を
四
十
九
億
八
千
八
百
四
十
三

万
八
千
円
と
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険

繰
越
金
の
確
定
等

に
よ
り
、
四

千
八
百
五
十
六
万
五
千
円
を
追
加

し
、
平
成
十
年
度

の
予
算
総
額
を

八
億
五
千
九
万
三
千
円
と
し
ま
し

た
。

簡
易
水
道
事
業

配
水
管
布
設
替
え
工
事
に
四
百

七
十
三
万
円
や
繰
越
金

の
確
定

に

よ
り
五
百
九
十
九
万
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
二
億

一
千
二
百
四
十

六
万
二
千
円
と
し
ま
し
た
。

町
有
林
野
造
林
委
託
契
約

さ
れ
ま
し
た
。

工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

日
高
森
町
高
原
森
林
文
化
村
拠
点

施
設
新
築
工
事

（建
設
本
体
工
事

と
給
排
水
衛
生
空
調
工
事
）
、
本

造

平
屋
建

て

一
部
鉄
筋

コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
の
請
負
契
約
が
締
結

さ
れ
ま
し
た
。

（工
期
は
平
成
十

一
年
八
月
二
十

一
日
ま

で
）
ま

た
、
工
期

の
関
係
で
平
成
十
年
度

一
般
会
計
の
繰
り
越
し
明
許
費
九

千
九
百
五
十
万
円
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

議
員
提
出
議
案

（意
見
書
提
出
）

■
過
疎
地
域
活
性
化
の
た
め
の
新

立
法
措
置
に
関
す
る
意
見
書
を
採

択
し
ま
し
た
。

■
義
務
教
育
国
庫
負
担
制
度
の
堅

持
に
関
す
る
意
見
書
を
採
択
し
ま

し
た
。

■

「
国
民

の
祝
日

に
関
す

る
法

律
」
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書
を

採
択
し
ま
し
た
。

■
道
路
整
備

の
促
進
及
び
道
路
財

源
の
確
保
等
に
関
す
る
意
見
書
を

採
択
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
長
に
田
上
更
生
氏

十
月
十
二
日
に
教
育
委
員
会
が

開
か
れ
、
教
育
委
員
五
名
に
よ
る

互
選
で
田
上
更
生
氏
が
委
員
長
と

な
り
ま
し
た
。
委
員
は
次
の
と
お

り
で
す
。

ひ
め
ゆ
リ
ク
ラ
ブ

（代
表
阿
南

美
枝
子
さ
ん
）
の
八
名
の
皆
さ
ん

は
、
毎
月

一
回
、
ひ
と
り
暮
ら
し

の
お
年
寄
り
宅
に
昼
食

の
プ

レ
ゼ

ン
ト
を
行

っ
て
い
ま
す
。
十
月
三

日
に
は
仲
秋
の
名
月
に
あ
わ
せ
て

団
子
や
い
な
り
に
煮
付
け
等
を
ス

ス
キ
や
野
菊
、
そ
し
て

「健
康
で

頑
張

っ
て
下
さ

い
。
」
と

の
メ

ッ

セ
ー
ジ
を
添
え

て

一
人
暮
ら
し
の

家
庭
に
届
け
ま
し
た
。
届
け
ら
れ

た
み
な
さ
ん
の
中

に
は
、
涙
を
浮

か
べ
な
が
ら
喜
ん
で
お
ら
れ
た
か

た
も

い
ら
し
た
と
の
こ
と
。

ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
は
、
各
家
庭

か
ら
い
ろ
ん
な
も
の
を
持
ち
寄
り

作

っ
て
い
る
そ
う

で
す
が
、

「毎

「ふ
る
さ
と
プ
ラ
ザ
東
京
」

物
産
展
開
催
中

南
阿
蘇
６
か
町
村
の
雄
大
な

自
然
と
産
物
を
東
京
で
紹
介

東
京
周
辺
に
お
住
ま
い
の
南
阿

蘇
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
、
縁
も
ゆ

か
り
も
な
い
け
ど
南
阿
蘇
が
大
好

き
だ
と
い
う
方
、
た
だ
い
ま
物
産

展
を
開
催
中
で
す
。　
一
度
立
ち

寄

っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

き

っ
と
ふ
る
さ
と
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
で
し
よ
う
。

■
場
所
　
東
京
都
渋
谷
区
神
宮

下
―
八
―
十
　
ラ
フ
オ
レ
原
宿

パ
ー
ト
Ⅱ
ビ
ル

一
階

■
期
日
　
十

一
月
三
十
日
ま
で

詳
し
く
は
　
町
役
場
商
工
観
光
課

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
５
６
）

月

一
回
で
す
が
、
み
ん
な
に
負
担

の
か
か
ら
な
い
様
、
で
き
る
範
囲

の
こ
と
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
後

は
少
し
ず

つ
で
も
各
地
域

に
広

が

つ
て
く
れ
れ
ば
。
」
と
阿
南
代

表
は
云
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
小
学
生
や
お
年
寄
り
と

一
緒
に
行
な

っ
た
料
理
教
室
は
、

好
評
だ

っ
た
よ
う
で
す
。
ひ
と
り

一
人
が
で
き
る
範
囲

の
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
に
心
が
け
る
こ
と
は
地
域

み
ん
な
、
最
終
的
に
は
自
分
自
身

の
幸
せ
と
な
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と

し
た
心
が
け
で
楽
し
い
社
会
生
活

が
送
ら
れ
ま
す
。
は
じ
め
て
み
ま

せ
ん
か
？
あ
な
た
に
で
き
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
。

求人案内(南阿蘇地区)(平成10年 10月 12日現在)

=★男女不問

① 看護婦(士 )・・・・・・

② 菓子製造・・・・・・・,

③ 土木施行管理技師.

④ 自動車整備士・・:・

⑤ 調埋師、調理補助・

⑥  ll動車用電装部品組立工

★男子

① リゾート管理・・・・

驚

ヽ

L
Jヽ

艶

り
躊

蝙
1名・18～ 30舟箕‐

3名 。18～ 55歳

1名・25～ 30歳

1名・25～ 35歳

2名・18～ 45歳

2名・18～ 55歳

1名・25～ 60歳

151 ,440- 174,960F]

135,000-200,000P1
250,000-300,000H
140,000- 180,000F1

135,000-200,000ru
I 05.6001,1

140,000-300,000f!
130,000～ 150,000円

200,000～ 300,000円

155,000～ 183,000円

180,000´ヽ́250,000円

154,000～ 270,000円

105,600円

② 裁断工・・・・・・・1・・2名・18～ 47歳

③ 動豪術者、僕員、運転手・ 5名・18～ 60歳

④l施設保全課・・・・・・ 1名 。25～45歳

⑤ 観光バスドライバー・ 2名・30～ 60,哉

⑥ パン製造・・・・‐・・・ 1名・20～45歳

★女子

①,清掃員・・・・・・・・・・.1名・30～ 55歳

●  ●

●  ●

② 店舗内販売員(パート)・ 1名・30～ 45歳  750～ 800門 /時給

③  キャディー・・・・・・ 3名・18～ 55,歳  120,000～200,000円

④ 縫製工・・・・・・・・・・ 5名・15～ 50歳  104,000～ 110,000円

⑤ 経理事務員・・・・・・ 1名・20～25歳1 140,000～ 180,000円

⑥ 准看護婦・・・・・・・・ 3名・17～ 55歳  150,000～ 190,000円

※掲載内容はほんの二部ですぁこのほかにも求人はあります。

お問い合わせは早め |こ                      _
阿蘇公共職業安定所(0967-22-0040)紹 介係ヘ

お問い合わせ時に、求人が取り消される場合もありますのでご了承下さい。

来年の成人式は 1月 3日

林業総合センター 10時から

学校や仕事で町外にお住まいの高森出身の皆さん、来年の

成人式を高森で迎えてはいかがですか。迎えられる方は連絡

して ください。

(対象者は昭和 53年 4月 2日 から昭和 54年 4月 1日 までに生まれ

た方。)

高森町教育委員会 2-1111(内 線 169)

あ
な
た
に
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

鰺
お年寄りと 学ヽ生一緒

鷲 ・

(11)

ふるさと情報発信事業

～「住民手作 リビデオ制作」だより～

高森 PRビデオの冒頭を飾って くれるの

は地元高森の好青年楢本野秀徳君 (高森寮

勤務)と はなしのぶの様に可憐な今吉 (旧

姓福永)輝子さん (町役場勤務)です。さ

わやかな2人 (同級生)のや り取 りで南阿

蘇と高森町を紹介します。

いよいよ撮影の日、阿蘇の五岳を背景に

初めてとは思えない落ち着いたナレーショ

ンをするのは今吉さん。でもちょっと表情

が硬いな・・・。一方、楢木野君はせ りふ

が上手 く言えず外しっぱなし。でもその外

しぶりが撮影現場に笑いをもたらし今吉さ

んの表情 も和やかに 。・・。四苦八苦しな

がらも最後はバッチ リ決めて くれました。

その後 2人 は「高森町PRビデオシナリ

オ発表記者会見」にも出席、マスコミの前

で自己紹介したりと、初体験の連続だった

同級生ペア本当にご苦労さまでした。

～制作班日記より～

(10)
ひめゆリクラブの皆さん

■
大
字
色
見
字
阿
蘇
嶽
三
、
四

一

二
の
内
の
四
七
、　
一
〇
〇
面
を
分

収
割
合
組
合
六
、
町
四
で
山
鳥
造

林
組
合
に
委
託
す
る
こ
と
が
可
決

教
育
委
員
長
　
　
田
上
更
生
氏

教
育
委
員
長
職
務
代
理
者

宇
藤
良
夫
氏

教
育
委
員
　
　
　
本
田
英
明
氏

″
　
　
　
　
平
田
ル
リ
子
氏

教
育
長
　
　
　
　
松
野
　
清
氏
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